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1. はじめに
筑波大学体育センターでは，平成 25年度よ
り自El3科目「日本の体育・スポーツ文化jを開
設している。この授業は，本学学生および筑波
と学術交流協定を締結している海外の大
学からの短W1f~i学生を対象に， 1週間のショー
トステイプログラムとして，使用言語が7R: ~1~・の
みで実施されている。これまでの授業を振り返
り，大学体育(共通科 jヨ・体育)における間際
連携プログラムの可能性と課題についてまとめ
てみる。
2. 授業開設までの経緯
平成 21年 12J=に実施された「青少年スポー
ツ活動IJrI際シンポジウム:青少年の豊.かなス
ポーツライフの5足立iをめざして一学校体育・運
動部活動・地域スポーツクラブの連携-J (文
部科学省スポーツ・青少年局主催)に講師とし
て招科した Dr.David Kirk (英国・ベドフォー
ドシャ一大(現在は 英国・ストラスクライド
大))， Dr. J ackie Goodway (米国・オハイオ州
， Dr. Louise McCuaig (オーストラリア・
クイーンズランド大)との歓談の仁[:rで， i夏休
みを利用した 1週間のワークショップJの提案
がきっかけとなり，平成 22年 7月24EI ~ 31 
EIに第 11m Tsukuba Summer Instituteを開催す
るに至った。なお， iTsukuba Summer Institute 
(TSI) Jは.夏季休業1=1.1を利用して開催される
1 )筑波大学体育系
ショートステイプログラムの総称として別いら
れるようになった。プログラム内容としては，
第 1ITおよび第 2ITともに大学院生を対象とし
た研究計闘のワークショップが中心であり，柔
道やフィットネス，球技スポーツ(フラッグフッ
トボール)などの実技指導は， レクリエーショ
ナル・プログラムとして部分的に行われる程度
であった。そのため，当初Jの2年間は独立した
プログラムにまでは至っていない。
大きな4長は，平成 23:11'度からのTSIによ
る留学生支援filJ度へのアプローチであった。こ
れにより， 日本学生支援機構(JASSO)の留学
生交流支援制度(平成 25年度からは海外官学
支援ilJ度)に iTsukubaSummer Institute [or 
Physical Education and SportJが採択され，海
外からの学生参加者に8万円の奨学金支給が可
能となった。そのこともあって，市:外からの参
加者が 100名近くまでに急速に地え，平成 24
il:.度より学j二課程のプログラムとして iSports，
Physical Activily and CultUI‘e in Japan (SPAC) J 
をTSIのr:lrで独JI.すると i百JI寺に，平成 25年度
より体育センタ -I~IEl3科目iEl本の体育・スポー
ツ:文化jとして開設した。なお，大学院教義科
I~I としても「日本の{本育・スポーツ文化」を li'TJ
1寺開設し大学院生の受講も可能となっている。
3.平成 27年度の現状
平成 27年度は.7 J=J14 EI (火)~ 21 I二I(火)
の 1週間にて TSIが実施され. i EI本の体育-
-ーつつ一一ー
札Ju
スポーツ文化」の受講者数は 49名であった。
受講者を国民jでみてみると， 9 か I~~[ から来日し.
アメリカ 18 名、韓国 6~号、タイ 5 名事カナダ 4 名、
ブラジル 3名.スコットランド 2名， ドイツ 1
1-'1. シンガポール 1名.台湾 1名， 日本 8~弓!と
なり，海外からの奴J!)JW{学生が8割以上を占め
ている状況であった。なお，全体の 13名が大
学院/1:.の受i滞λ1:.である。
カワキュラム内科は去 IにノJ(したとおりであ
るc 午前1:1は.三本学体育系教員がそれぞれ担当
する形で剣道(写点 1)，柔道.学校体育教材
としてボールゲーム，競J支スポーツとしての
ポールゲーム(写真 2)， ダンス(写真 3) につ
いて実技を 1:'心にわーった。午後は， IPhysical 
LiteracyJをキーワードとして，中学校での課
外活動視察，学校体育およびコーチング鋲j或に
おける事例実践， 1:1本の体力測定のすくl際とその
評価(可子真 4)， スポーツ国際 Im~在学領域にお
ける事例紹介などを実施した。
なお， 1最詰終日にはグル一フプ。j活古動として'
q①) B γ吋巾ie凸y s叩制u山m1
you lea訂rrれl問 dthrOl刊1培g由，hthe TS引1.② V/a抗sthere 
anyt出hingt出ha抗twas especially meaningf白u1tω O 
you? 1江fsω0， p凶3汁leaseexplain.③ What are your 
specific impressions about PE and sport culture 
inJapan?④ How can/will you e use of this 
experience in the future?というテーマを挙げ.
5分間のプレゼンテーションを行い， i受安定の総
括とした。
授業経了後に実施した学生による授業評価の
結果を表2に示す。 5i~l: i1~での回答であり，概
ね4.0点以 i二のスコアを得ていることは，今FiJ
の授業を宵定j'1~ に捉えていることが推察され
る。特に. I新しい人間関係ができたJ. I他者
をi車主できるようになった」というJrlHが 4.8
点と最も高く，出身liを起えた参加者!日jのグ
jレーノすルな関係性を保ちながら， ショートステ
イプログラムという枠組みでのJ受業実践の成栄
が表れたものと考えられる。また， Iマナーや
礼節を身につけることができたJ. I現代社会に
おけるスポーツ・運動の意義・ 1Jl1i1在をJIl!角干し
たJ. Iスポーツ・運動の文化的・芸術的1il値を
理解したjという項目についても， 4.6~4.7 
}~;Z と荒川王傾向にあった。日本の武道教育や学校
体育の特質に触れながら， gll~lでのこれまでの
スポーツ・学校体育の体験を振り返り，あらた
めてその意義や{lli値に気づくことができたこと
は， この授業の持つ教育的1il値で、あ lJ， 大学体
育(共通科目・体育)における出際述1~(:i プログ
ラムの可能性を示唆するものである。
なお， これまでのTSIに閲する内容は， TSI 
ウェブサイト (http://www. sii t.jp) に ?(~I~ 告二さ
ている。
表 1 I日本の体育・スポーツ文化jカリキュラム内容
7河川臼(火) 7，FJ158 (7)() 7Fl168(木) 7Fl17日(金) 7月18臼(土) 7月19日(臼) 7月20日(月) 7Fl211ヨ
ボールゲームの ボールゲームの ダンス教育の1堅 グループブレゼ9:00- 剣道の理論と実践 柔道の理jロ論香と)実践 コーチングと
1100 (銀山) (U1 
理論と実践(松 Game Sense 論と実践
JーT一一γ3:ノ
元、ネメッシュ) (ガイスラー ) (朴、 Sharp) (松元)
11:30- TSI共通務号室 TSI共通液凝 TSI共通談毅 TSI共通鱗緩 TSI共通諮義 τSI共通議事室
12:45 (松元) (Daniel Bloyce) 
(Stefan (Jackie (ガイスラー ) (真田)Keslacy) Goodway) 
12:30- ネットワーキングランチ ネットワーキングランチ
14:00 
フのィジ測カ定ルと評{本価力
Coachingと 8のroスckポ大ー・筑波大
14:00- 受付とオリエンテーショ 中学絞課外活動史学 Physical Literacy Physical Literacy ツ国際
18:00 戸ノ (三図書s)
の教育学 (福田、 Sha，.p) の関係 開発に関する取
(和landigo) (Mandigo) り総み
(松:7e.Mandigo) 
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1 おIJj荏によるJ受業
写真3 ダンスによる授業
表2 学生による授業許1t1i
新しい人間関係ができた。
他者を尊重できるようになった。
スポーツー運動をすることにより、爽快感や喜びが得られた。
マナーや礼節を身につけることができた。
現代社会におけるスポーツ・運動の意義“価植を理解した。
学生間士のコミュニケーションがとれた。
スポーツ・運動を支援してし、く髄簡を理解した。
スポーツ“運動の文化的・芸術的髄値を理解した。
物事を意欲的に実践する力が身についた。
スポーツ凪運動の知識や方法を理解した。
自己と向きあい、高めていく力が場についた。
1)ー ダーシップや協誤性が身についた。
生涯にわたってスポーツ・運動を実接する必要性を感じた。
スポーツ・運動を見る自が養われた。
2 コーチングとボールゲーム
4 体力測定による授業
Ave.(点) SD (点)
4.8 0.36 
4.8 0.51 
4.7 0.46 
4.7 0.55 
4.7 0.55 
4.6 0.69 
4.6 0.50 
4.6 0.57 
4.6 0.70 
4.5 0.64 
4.5 0.64 
4.4 0.56 
4.4 0.57 
4.4 0.57 
環境や社会との関わりの中でスポーツ調運動を捉える力が養われた。
健療・体力に関する知識や方法を理解した。
4.4 
4.3 
0.63 
0.61 
健康・体力の維持 E増進に役立つた。 4.2 。白57
スポーツ量運動の技能向上に役立つた。 4.2 0.64 
新しい課題に取り組む姿勢が身についた。 4.2 0.66 
問題解決能力が身についた。 4.0 0.78 
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4. 今後の課題
海外の大学において， rStudy AbroadJの授
業実践の単位化が積極的に行われており，今後
ますます，我が1~1の大学におけるショートステ
イプログラムの開発が求められることが予測さ
れ，体育・スポーツ分野においてもその例外で
はなし ¥0 特に成績評価を含めた単位化にあたっ
ては，各海外協定校との連絡調整は必須であり，
l共j述する教J[jl武見がし、っしょになって組織的にl-X
り制|む必要がある。
さらに， ショートステイの官学生を大学(こ受
け入れるにあたって.衣食住を含めた大学内に
おける環境整備は，事務的手続きを含め， 日常
的なグローパル化の実現に向けて急務であると
考える。
最後になりますが，平成 27年度の授業実施
にあたってご担当いただきました教職員各位に
対しこの場をお借りして御礼"1:1し上げます。
有難うございました。来年度以降もどうぞ，ご
指導の税よろしくお似し、いたします。
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